
令
和
元
年
11
月
17
日
の
第
22
回
校
友
会
総

会
に
お
い
て
、
校
友
会
第
５
代
会
長
と
し
て

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
と
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、校
友
会
の
名
称
が
「
岐

阜
協
立
大
学
校
友
会
」
へ
と
変
わ
り
、
校
友

会
は
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
会
員
数

も
２
万
５
千
余
名
に
上
り
、
さ
ら
に
来
た
る

２
０
２
１
年
度
に
は
校
友
会
創
設
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
校
友
会
を
さ
ら
に

発
展
・
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
は
、
世
代
も
職
種
も
バ
ラ
バ
ラ
な

が
ら
、
か
つ
て
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
、

共
有
し
あ
え
る
思
い
で
つ
な
が
っ
て
い
る
卒

業
生
の
集
ま
り
で
す
。
し
か
し
、
校
友
会
に

関
心
を
持
つ
人
は
、
卒
業
生
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
校
友
の
皆
様

は
、
社
会
の
様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
役
の
学
生
の

皆
さ
ん
や
大
学
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
方
々
や
、
財
界
・
政
界
・
教
育
界
等
な
ど
、

も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生
の
家
族
か
ら
も
、
注
目

度
が
大
き
い
で
す
。

ど
う
し
た
ら
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
校
友
会
に
な
る
の
か
？
そ
の
答
え
は

『
楽
し
い
』
で
す
。
楽
し
い
校
友
会
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
は
、
よ
り
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
校
友
会
の
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
関
心
を
持
ち
、
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
校
友
の
交
流
で
き
る
『
場
』
を
増
や

す
こ
と
が
大
事
で
す
。
た
と
え
ば
卒
業
10
年

以
内
の
校
友
の
組
織
の
よ
う
な
、
新
し
い
交

流
の
場
を
作
る
と
と
も
に
、
校
友
会
に
対
す

る
要
望
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
お
聞
き
で
き
る
環

境
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
各
県
支
部
の
設
立

の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
現
在
、
岐

阜
県
・
静
岡
県
・
滋
賀
県
・
三
重
県
・
愛
知
県
・

島
根
県
に
支
部
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

カ
ラ
ー
を
出
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
県

支
部
の
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
く
と
、
校
友

で
同
郷
で
あ
る
皆
さ
ん
の
、
な
ん
と
も
暖
か

い
空
気
が
漂
っ
て
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

創
立
50
周
年
の
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
、
残

念
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
が
、
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
て
事
業
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
校
友
会
の
活
動
は

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
校
友
同
士
が
交
流
し

て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に
参
加
い
た

だ
く
こ
と
で
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
校

友
会
と
な
り
、
母
校
の
発
展
の
一
助
と
な
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
に

校
友
会
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
楽

し
み
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　「
岐
阜
協
立
大
学
校
友
会
」へ

校友会長
高木　勢生

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
校
友
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
苦

労
の
多
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
時
で
は

あ
り
ま
す
が
、「
”経
“大
魂
」
で
乗
り
切
っ

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
大
学
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
非
常
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
も
、
大
学
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な

混
乱
な
く
前
期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

感
染
拡
大
の
中
、
４
月
３
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
入
学
式
を
中
止
し
、
遠
隔
授
業

の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
幸
い
、
２
０
１
９

年
度
か
らw

eb

の
ポ
ー
タ
ル
を
整
備
し
、

全
学
生
全
教
職
員
が
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
４
月
15
日

か
ら
は
遠
隔
の
課
題
学
習
授
業
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の
も
とICT

環
境
を
整

え
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
のO

ffice365

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
全
学
生
分
契
約
し
て
お

り
ま
し
た
し
、
新
入
生
全
員
にiPad

の
購

入
を
推
奨
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
５

月
の
連
休
あ
け
か
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
のTeam

s

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
８
月
の
当
初
予
定
の
時
期
に

は
学
期
を
終
え
、
夏
休
み
に
入
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
工
夫

す
る
経
験
は
魅
力
的
で
あ
り
、
こ
の
分
野

を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
し
、
成
果
を
収
め
る
こ
と

も
で
き
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
期
の
日
程
に
つ
い

て
、
学
生
か
ら
の
要
望
が
極
め
て
高
い
こ

と
か
ら
、
全
面
的
に
対
面
授
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

学
校
で
感
染
事
例
が
で
て
い
ま
す
が
、
講

義
時
間
で
の
感
染
例
の
確
認
は
不
明
で
あ

り
、
寮
の
中
、
学
校
外
の
旅
行
や
パ
ー

テ
ィ
ー
、
課
外
活
動
や
体
育
の
時
間
の
感

染
対
策
が
不
徹
底
だ
っ
た
こ
と
が
感
染
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
学
生
が

大
学
に
入
学
し
た
と
い
う
実
感
を
持
て
な

い
と
訴
え
、
友
人
つ
く
り
の
た
め
に
も
対

面
で
の
講
義
を
希
望
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
感
染
状
況
が
比
較
的
落
ち
着
い

て
い
る
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
対
面
で

の
授
業
を
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
で
も
教
員
か
ら
受
講
生

へ
の
知
識
の
伝
授
や
、
教
員
学
生
間
の
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
可
能
で

す
。
し
か
し
、
学
生
間
で
の
学
び
は
や
や

難
し
く
、ICT

に
不
慣
れ
な
学
生
は
置
い
て

い
か
れ
が
ち
で
す
。
学
生
相
互
に
学
び
あ

い
、
励
ま
し
あ
い
、
高
め
あ
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
や
は
り
対
面
で
集
ま
る
時
間
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
感
染
状
況
は
予
断
を
許
さ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

の
準
備
を
し
、
学
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通

う
経
験
を
少
し
で
も
多
く
提
供
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

学長
竹内　治彦

学
長
挨
拶

　　　　岐阜経済大学校友会 から
　　　　岐阜協立大学校友会 へ

2019年11月17日開催の第22回校友会総会にて、母校の名
称変更に伴い、校友会も「岐阜協立大学校友会」として新た
なスタートを切りました。

岐阜協立大学校友会（役員）

　 　 会 　 長 　 高 木 　 勢 生 （1981年度卒）　　
　 　 副 会 長 　 青 嶌 　 孝 芳 （1975年度卒）　　
　 　 副 会 長 　 武 藤 　 鉄 弘 （1974年度卒）　　
　 　 副 会 長 　 服 部 　 信 夫 （1974年度卒）　　
　 　 副 会 長 　 山 田 　 博 史 （1981年度卒）　　
　 　 副 会 長 　 松 井 　 一 利 （1983年度卒）　　

岐阜協立大学内

岐
阜
協
立
大
学

岐阜協立大学校友会

大
学
の
近
況

　大学では３月３日に新型コロナウイルス感染症対策本部を設置
し、大学行事、正課・課外活動等についての大学方針検討や情報
発信を行ってきました。
　授業については、前期は原則遠隔授業とし、学生が受講環境を
整備するための支援金を支給しました。9 月 21 日からの後期授
業は、第一週目を除き対面授業を実施予定です。（9 月現在）

学生支援策 ――――――――――――――――――
１．学修環境整備支援金の支給（学部生対象）

遠隔講義を受講するための通信環境などを整備する補助と
して、学生一人当たり 20,000 円の学修環境整備支援金を
支給しました。

２．地元商工会議所、飲食店と連携した学生の喫食支援
　　（学部生対象）

大垣商工会議所の「大垣 Eats あとめし商品券」制度を利用
し、学部生一人当たり 11,000 円分の金券を支給しました。

３．学費納付期限の延長（学部生、大学院生、別科生対象）
学費納付期限の延長および延納申請者の延納期限延長を行
いました。

４．奨学金制度
既存の岐阜協立大学奨学金および各種基金の周知を行いま
した。

新型コロナウイルス感染症拡大を受けて
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２
０
２
０
年
度 

校
友
会
幹
事
会
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
今
年
度
の
幹
事
会
は
書
面
表
決
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

左
記
議
案
を
書
面
に
て
幹
事
に
送
付
し
、
同
封
の
表
決
書
ま
た
は
メ
ー
ル
で
賛
否
お
よ
び
意
見
を
提
出
い
た
だ
き
、
議
案

は
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

新
卒
業
生
幹
事
及
び
常
任
幹
事
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

左
記
５
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

幹
事

　
　
　

山
田
浩
毅
氏　
（
経
済
学
部
経
済
学
科
）

　
　
　

植
田
秀
彰
氏　
（
経
済
学
部
公
共
政
策
学
科
）

　
　
　

水
口
優
実
氏　
（
経
営
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
）

　
　
　

花
岡　

翼
氏　
（
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
）

　
　

常
任
幹
事

　
　
　

中
山
昌
紀
氏　
（
経
営
学
研
究
科
）

　

第
二
号
議
案　

役
員
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案　

２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
及
び
同
決
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

校
友
会
総
会
、
校
友
会
報
発
行
、
卒
業
祝
賀
会
、
支
部
育
成
助
成
な
ど
（
決
算
は
別
掲
）

　

第
四
号
議
案　

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
及
び
同
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

校
友
会
報
、
卒
業
祝
賀
会
、
支
部
育
成
助
成
な
ど
（
予
算
は
別
掲
）

収入の部
科　目 予算額 決算額 差　異

　会費収入 8,700,000 9,480,000 △ 780,000
　利息収入（*） 122,000 121,976 24
　特別事業積立預金繰出収入 0 0 0
　雑収入 0 18,609 △ 18,609
　前年度繰越金 2,370,307 2,370,307 0
　収入の部合計 11,192,307 11,990,892 △ 798,585
支出の部

科　目 予算額 決算額 差　異
　校友会総会費 1,800,000 1,231,877 568,123
　校友会報発行費 2,200,000 2,156,740 43,260
　卒業祝賀会費 1,800,000 0 1,800,000
　支部育成助成費 2,850,000 2,388,840 461,160
　役員会費 650,000 727,240 △ 77,240
　卒業記念品費 350,000 436,690 △ 86,690
　母校後援事業費 350,000 0 350,000
　特別事業積立金 0 0 0
　インターネット事業費 0 65,340 △ 65,340
　法人化検討費 100,000 0 100,000
　予備費 1,092,307 0 1,092,307
　次年度繰越金 4,984,165 △ 4,984,165
　支出の部合計 11,192,307 11,990,892 △ 798,585

資産の部
科　目 本年度末 前年度末

　固定資産 24,000,000 24,000,000
　　特別事業積立（定期預金） 0 0
　　特別事業積立（利付国債） 24,000,000 24,000,000
　流動資産 4,984,165 2,370,307
　　普通預金 4,984,165 2,370,307
　　現　　金 0 0
　資産の部合計 28,984,165 26,370,307
負債の部

科　目 本年度末 前年度末
　負債の部合計 0 0

収入の部
科　目 予算額 前年度予算額 比較増減

　会費収入 9,000,000 8,700,000 300,000
　利息収入 122,000 122,000 0
　特別事業積立預金繰出収入 0 0 0
　雑収入 0 0 0
　前年度繰越金 4,984,165 2,370,307 2,613,858
　収入の部合計 14,106,165 11,192,307 2,913,858
支出の部

科　目 予算額 前年度予算額 比較増減
　校友会総会費 0 1,800,000 △ 1,800,000
　校友会報発行費 2,200,000 2,200,000 0
　卒業祝賀会費 1,800,000 1,800,000 0
　支部育成助成費 2,550,000 2,850,000 △ 300,000
　役員会費 750,000 650,000 100,000
　卒業記念品費 400,000 350,000 50,000
　母校後援事業費 350,000 350,000 0
　特別事業積立金 0 0 0
　インターネット事業費 70,000 0 70,000
　法人化検討費 0 100,000 △ 100,000
　予備費 5,986,165 1,092,307 4,893,858
　支出の部合計 14,106,165 11,192,307 2,913,858

2019 年度 岐阜協立大学校友会決算書　自 2019 年 4 月 1 日　至 2020 年 3 月 31 日　  　（単位：円）

財産目録　2020 年 3 月 31 日現在　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：円）

2020 年度 岐阜協立大学校友会予算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　（単位：円）

（*）利息収入には、国債の利息121,948円を含む。

差引正味財産　28,984,165 円

校友会員の２親等以内の入学に係る入学料免除！！

校友会員による特別推薦入試制度

大垣女子短期大学奨学金制度

●入学料（20万円）の免除
　岐阜協立大学が実施する入試（大学院を除く）において、校友会員または大垣女子短期大
学卒業の２親等以内の親族が本学に入学する場合は、入学料（20 万円）が免除されます。
ただし、学費減免や特待生で入学される場合は併用ができません。
　返還方法は、入学手続き期間に校友会減免申請書の提出と入学料を一旦納入いただき、入
学後当該金額を返還するという方法になります。
　校友会減免申請書には、「卒業（入学）年度」「卒業（在籍）学科」「卒業生番号」等が必
要になりますので、事前にご確認いただきますようお願いします。

●指定人推薦制度
　本学では「指定人推薦制度」と称し、校友会員の皆様を指定人として、ご自身のご子息及
びご息女に限って本学への入学について推薦いただき、総合型選抜（自己推薦方式）入試に
おいて、小論文及び面接試験による入学者選考を行っています。

　法人合併を契機に、同一法人となった大垣女子短期大学において、岐阜経済大学卒業生の子、
姉妹等が入学した場合に奨学金５万円が支給されます。2018 年度入学生から適用されてい
ます。詳しくは大垣女子短期大学教務・広報課（0584-81-6819）までお問い合わせください。

詳細の照会、出願書類の請求は、入試広報課までご連絡ください。

TEL　0584-77-3510

TEL　0570-666-301（ナビダイヤル・全国共通）
8：30 ～ 20：00　月～金曜（祝日・年末年始除く）

奨学金の返還の振替口座は給与の振込口座に変更をお勧めしています。

日本学生支援機構ホームページ　http://www.jasso.go.jp/

【奨学金返還相談センター】

在学中に日本学生支援機構奨学金の貸与を受けていた方へ
日本学生支援機構奨学金の返還は、毎月原則 27 日が振替日となっています。
令和 2 年 3 月卒業の方は 10 月から返還が始まります。
振替口座の残高が不足した場合、振替ができませんので、振替日前日には返還金額が

口座にあるようにしてください。
また、返還が難しいときは、願い出により、毎月の返還を減額したり、先延ばしがで

きる場合があります。（減額返還制度、返還期限猶予制度）
詳しくは奨学金返還相談センターにご相談ください。

　

２
０
１
９
年
11
月
17
日
（
日
）、
岐
阜
協
立
大
学
４
１
０
１
教
室
に
お
い
て
、
第
22
回
校
友
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
校
友
は
、
約
１
０
０
名
。
定
刻
ど
お
り
に
開
催
さ
れ
、
学
歌
斉
唱
、
安

田
良
邦
校
友
会
長
挨
拶
、
竹
内
学
長
に
よ
る
祝
辞
の
後
、
議
長
と
し
て
安
田
会
長
を
選
出
、
事
務
局

か
ら
左
記
３
案
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

　
　

２
０
１
７
年
度
・
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
、
決
算
書

　

第
２
号
議
案　

会
則
（
等
）
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

Ⅰ
．
校
友
会
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　

Ⅱ
．
岐
阜
経
済
大
学
校
友
会
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

Ⅲ
．
校
友
会
旅
費
規
程
、
岐
阜
経
済
大
学
役
員
慶
弔
規
程
、
校
友
会
支
部
規
程
、

　
　
　
　

県
支
部
助
成
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
事
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
３
号
議
案　

役
員
改
選
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

今
回
新
た
に
左
記
３
名
の
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　

会　

長　

高
木　

勢
生　

氏

　
　
　

副
会
長　

山
田　

博
史　

氏

　
　
　

副
会
長　

松
井　

一
利　

氏

　

議
事
終
了
後
、
安
田
会
長
、
伏
屋
副
会
長
よ
り
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を

食
堂
に
移
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
高
木
新
会
長
、
新
副
会
長
２
名
の
挨

拶
が
あ
り
、
各
県
支
部
に
新
校
友
会
名
称
の
支
部
旗
が
贈
呈
さ
れ
た
の
ち
、
山
田
新
副
会
長
に
よ
る

発
声
で
乾
杯
、
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
懇
親
会
に
は
、
現
職
の
教
職
員
を
は
じ
め
、
退
職

さ
れ
た
役
員
・
教
職
員
の
皆
様
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
校
友
の
皆
様
と
の
懇
談
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
垣
女
子
短
期
大
学
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
生
演
奏
も
、
和

や
か
な
懇
親
会
に
華
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

第
22
回
校
友
会
総
会 

開
催
さ
れ
る

▲大垣女子短期大学ウインドアンサンブル

◀高木会長による挨拶

◀総会
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①ラグビー部 OB 会…（7 月 28 日）
②バドミントン部 OB 会
　……………………（10 月 5 日）
③谷江ゼミ OB 会…（11 月 16 日）

④陸上競技部 OB 会
　………………… （11 月 16 日）
⑤岐阜市役所いちい会
　……………………（2 月 21 日）

2019 年度
ゼミ・サークル等の OB 会活動実績

教
職
員
人
事

森　

誠
一		



経
済
学
部
長
（
経
済
学
部
教
授
）

中
川　

裕
司		



経
営
学
部
長
・
大
学
院
経
営
学

		


研
究
科
長
（
経
営
学
部
教
授
）

井
戸　

伸
彦		



教
務
部
長
・
留
学
生
別
科
長

		
（

経
営
学
部
准
教
授
）

仁
科　

信
春		



学
生
部
長
（
経
済
学
部
教
授
）

勝
田　

美
穂		



キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長

		
（

経
済
学
部
教
授
）

上
出　

千
尋		



企
画
広
報
課
主
査

飯
田　

陽
介		



入
試
広
報
課
主
事

中
山　

昌
紀		



入
試
広
報
課
主
事

所　

吉
彦		



経
営
学
部
教
授　

熊
本
大
学

		


大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

		


教
授
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

		


後
期
博
士
課
程
中
途
退
学

池
田　

由
紀		



看
護
学
部
教
授　

大
阪
府
立
大
学

大
学
院
看
護
学
研
究
科
博
士

		


後
期
課
程
看
護
学
専
攻
療
養
支
援

看
護
学
領
域
慢
性
看
護
学
修
了　

博
士
（
看
護
学
）

奥
村　

太
志		



看
護
学
部
教
授　

愛
知
淑
徳
大
学

大
学
院
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

		


研
究
博
士
後
期
課
程

		


人
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

修
了　

博
士
（
学
術
）

杉
本　

陽
子		



看
護
学
部
教
授　

大
阪
教
育
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
健
康
科
学

専
攻
修
了

棚
橋　

千
弥
子		



看
護
学
部
教
授　

中
京
女
子
大
学

大
学
院
健
康
科
学
科
修
了

遠
渡　

絹
代		



看
護
学
部
講
師　

岐
阜
県
立
看
護

大
学
大
学
院
研
究
科
小
児
看
護

		


専
門
看
護
師
コ
ー
ス
修
了

柴
田　

由
美
子		



看
護
学
部
講
師　

放
送
大
学

		


大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
文
化

		


科
学
専
攻
修
了

清
水　

美
恵		



看
護
学
部
講
師　

聖
徳
大
学
大
学
院

	

児
童
学
研
究
科
修
了　

博
士（
児
童
学
）

吉
川　

美
保		



看
護
学
部
講
師　

名
古
屋
市
立

		


大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
修
了

安
藤　

洋
子		



看
護
学
部
助
教　

名
古
屋
市
立

		


大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
修
了

大
澤　

伸
治		



看
護
学
部
助
教　

岐
阜
大
学

		


医
学
部
附
属
医
療
技
術

		


短
期
大
学
部
卒
業

髙
橋　

博
美		



企
画
広
報
課
特
別
専
門
員

河
合　

晋		


経
営
学
部
教
授

		
（

経
営
学
部
准
教
授
）

藤
井　

え
り
の		



経
済
学
部
准
教
授

		
（

経
済
学
部
講
師
）

横
倉　

真
弥		



経
営
学
部
准
教
授

		
（

経
営
学
部
講
師
）

佐
々
木  

喜
一
郎		

経
営
学
部
准
教
授

		
（

経
営
学
部
講
師
）

吉
田　

大
介		



入
試
広
報
課
長

		
（

入
試
広
報
課
長
心
得
）

田
部　

良
司		



企
画
広
報
課
長
補
佐

		
（

企
画
広
報
課
主
査
）

大
音　

浩
一		



総
務
課
長
兼
図
書
館
事
務
室

		


事
務
長
（
総
務
課
長
）

釣
餌　

丈
志		



図
書
館
事
務
室
主
幹

		
（

学
生
課
主
幹
）

髙
木　

恭
子 		



総
務
課
付

		
（

図
書
館
事
務
室
事
務
長
）

安
田　

天		


教
務
課
長
兼
看
護
学
部
事
務
室

		


事
務
長
（
教
務
課
長
）

髙
木　

恭
子 		



学
生
課
主
幹
（
総
務
課
主
幹
）

上
出　

千
尋		



キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
査

		
（

企
画
広
報
課
主
査
）

上
田　

和
宏		



学
生
課
ス
ポ
ー
ツ
指
導
職
員

御
田
村　

相
模		



看
護
学
部
准
教
授

田
中　

俊
彦		



看
護
学
部
事
務
室
事
務
長

高
橋　

信
一		



経
営
学
部
教
授

		


２
０
２
０
年
４
月
１
日
～

		


２
０
２
０
年
９
月
20
日

■
岐
阜
県
支
部
総
会
報
告

　

２
０
１
９
年
９
月
21
日
（
土
）
午
後
５
時
よ
り
、
校
友
会
岐
阜
県
支
部
総
会
が
大
垣
フ
ォ
ー

ラ
ム
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
ま
ず
、
同
ホ
テ
ル
内
に
て
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
安
田
良
邦
校
友
会
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
総
勢
25
名
の

参
加
で
総
会
・
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
ご
来
賓
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
議
事
進
行
を
山
田
博
史
支
部
長
が
行

い
、
事
務
局
か
ら
支
部
活
動
報
告
、
収
支
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
小
寺
光
信
氏
を
新

支
部
長
に
選
任
す
る
な
ど
の
支
部
役
員
改
正
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
総
会
は
２
０
２
１
年
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
校
友
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
企
画
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
滋
賀
県
支
部
総
会
報
告

　

２
０
１
９
年
10
月
６
日
（
日
）
滋
賀
県
長
浜
市
の
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
イ
エ
に
て
岐

阜
経
済
大
学
校
友
会
滋
賀
県
支
部
第
６
回
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
総
勢
21
名
（
滋
賀
県
支
部
12
名
、
校
友
会
関
係
者
７
名
、
大
学
関
係
者
２
名
）
が

出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
学
歌
斉
唱
の
後
、
収
支
報
告
、
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
の
提
案

が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
同
会
場
に
て
懇
親
会
に
移
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
支
部
定
期
総
会
は
、
２
年
に
１
度
９
月
も
し
く
は
10
月
頃
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
席
者
の
殆
ど
が
琵
琶
湖
東
北
部
（
長
浜
市
・
米
原
市
・
彦
根
市
）
に
お
住
ま
い
の
方
々
で
す
。

　

毎
回
、
大
学
関
係
者
・
校
友
会
関
係
者
を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
会
と
言
っ
て
も

固
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
本
部
よ
り
の
助
成
金
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
関
係
上
、
決

算
報
告
お
よ
び
事
業
報
告
が
主
な
も
の
で
す
。

　

我
々
滋
賀
県
支
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
幅
広
い
年
代
の
卒
業
生
が
一
堂
に
会
し
、
学
校
の
近

況
説
明
を
聞
き
、
参
加
者
の
近
況
報
告
を
し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
社
会
で
活

躍
す
る
卒
業
生
た
ち
の
名
刺
交
換
の
場
を
設
定
し
て
い
る

と
言
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
（
２
０
２
１
年
）
も
「
校

友
会
報
」
と
と
も
に
送
ら
れ
て
く

る
「
総
会
案
内
」
に
注
視
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
が
多
く
の
参
加
者

で
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
役
員
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

【役員一覧】
支部長	 礒谷　　晃	（1982 年度卒）
副支部長	 田島　孝浩	（1980 年度卒）
	 松井　一利	（1983 年度卒）
	 益田　貴夫	（1989 年度卒）
会計	 三家　重人	（1983 年度卒）
監事	 立石　英明	（1995 年度卒）

【役員一覧】
支部長	 小寺　光信	（1978 年度卒）
副支部長	 国枝　　徹	（1982 年度卒）
事務局長	 森本　堅二	（1989 年度卒）
会計	 辻　　正巳	（1976 年度卒）
会計監事	 山川　定廣	（1971 年度卒）
	 北　　吉宏	（1989 年度卒）
支部幹事	 林　　隆彦	（1976 年度卒）
	 澤田　一志	（1979 年度卒）
	 大音　浩一	（1983 年度卒）
	 渡辺　正典	（1984 年度卒）

県別校友会員数
2020.9 現在

北海道 13
青森県 8
岩手県 4
宮城県 9
秋田県 2
山形県 4
福島県 12
茨城県 23
栃木県 29
群馬県 23
埼玉県 35
千葉県 33
東京都 68
神奈川県 55
新潟県 81
富山県 636
石川県 243
福井県 699
山梨県 16
長野県 450
岐阜県 5538
静岡県 1424
愛知県 5997
三重県 1109
滋賀県 1960
京都府 263
大阪府 169

兵庫県 299
奈良県 41
和歌山県 114
鳥取県 37
島根県 47
岡山県 180
広島県 100
山口県 41
徳島県 60
香川県 93
愛媛県 72
高知県 47
福岡県 20
佐賀県 4
長崎県 25
熊本県 19
大分県 8
宮崎県 19
鹿児島県 20
沖縄県 190
中国 45
大韓民国 3
マレーシア 1
台湾 3
その他 5008

合　計　25,399
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《校友会県支部からのお知らせ》
　今年度予定していました愛知県支部・三重県支部・静岡県
支部の定期総会・懇親会につきましては、開催方法や日程等
を校友会ホームページでお知らせいたします。ホームページ
をぜひご覧ください。

【https://www.gku-koyu.net/】

■三重県支部第 5 回総会開催について
　今年度の三重県支部総会は、ホームページ上での電子総会とさせていただきます。
　コロナウイルスの終息が見通せない状況の中で、クラスターの発生リスク回避策
として支部ホームページ上での電子総会開催といたしますのでご参加ください。

総会日時：令和２年 10月 25日
第１号議案　活動報告・会計報告
第２号議案　役員改選
第３号議案　活動計画（案）・予算（案）
【https://gku-mie1.webnode.jp/】

　岐阜経済大学を卒業した中国在住（2003 年度、2004 年度卒業生中心）と日本の東京・名
古屋在住の元留学生総勢 40 名が、中国の古都「西安」に集まりました。中国在住の元留学
生は中国全土（北京、成都、杭州、上海など）から集結し、更に在学中に接点のあった本学
職員も参加し、盛大に同窓会を行いました。

　日程は 11 月１日～４日の４日間の日程で、日中は
西安の歴史、文化に触れ、夜は地元料理に舌鼓を打ち、
白酒を飲み交わし、旧友同士の近況報告、大学時代の
思い出話に時間を忘れて夜も更けました。

OB会
開催報告

中国人留学生OBが中国古都「西安」で
同窓会を実施しました
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キャリア支援の現場から　就職状況について　
■ 就職先一覧 ※太字は上場企業  （順不同）
建設・不動産業 アーキテックス㈱、旭シンクロテック㈱、アチハ㈱、㈱アットホーム、㈱オープンハウス、北川瀝青工業㈱、

㈱共同エンジニアリング、岐建㈱、㈱岐阜造園、三栄工業㈱、㈱添空調設備、㈱大丸開発、㈱髙島土建、
㈱テイエム技建、日研トータルソーシング㈱、㈱二友組、㈲根尾開発、北栄電設㈱、㈲メイビック、
ユニオンテック㈱

製造業 アスザック㈱、㈱石吉、㈱内山熔接工業、エア・ウォーターマッハ㈱、栄四郎瓦㈱、㈱エノモト、
㈱クラウンパッケージ、㈱くろちく、㈱コームラ、近藤工業㈱、サンケミカル㈱、㈱セキノ興産、
㈱タカギセイコー、大豊製紙㈱、大和工業㈱、㈱チェリオコーポレーション、
テイコクテーピングシステム㈱、中田食品㈱、日華化学㈱、福田刃物工業㈱、富士変速機㈱、フタバ産業㈱、
㈱プロスパー、㈱マキタ、㈱マキナ、松浦板金、まるか食品㈱、美濃工業㈱、㈱村上開明堂、メイラ㈱、
明和工業㈱、山本化学㈱

卸売業 伊藤ハムミート販売西㈱、江守塗料㈱、㈱オキジム、㈱沖縄電子、沖縄パナソニック特機㈱、小野建㈱、
北恵㈱、㈱サンゲツ、㈱三和精機、滋賀特機㈱、㈱島袋、新光産業㈱、ジーエフシー㈱、中央電子工学㈱、
㈱中京医薬品、中部事務機㈱、㈱ディマンシェ、中北薬品㈱、㈱西原商会、古林産業器具㈱、
㈱ホンダパーツ中部、㈱マルエイ、㈱ヤマガタヤ、ヤマニ洋紙工業㈱、米津物産㈱、リコージャパン㈱

小売業 愛知トヨタ自動車㈱、青山商事㈱、イオンリテール㈱、㈱ＩＤＯＭ、㈱エスケーアイ、
㈱エルインターナショナル、㈱オークワ、㈱オーレンジ、岐阜ダイハツ販売㈱、岐阜日産自動車㈱、
岐阜日野自動車㈱、㈱クスリのアオキ、㈱グッドスピード、ゲンキー㈱、㈱コスモス薬品、
㈱スズキ自販東海、㈱タカラ・エムシー、ダンロップタイヤ中部㈱、常松商店、東海マツダ販売㈱、㈱東名、
㈱トミダヤ、トヨタカローラ愛知㈱、長崎ヤクルト㈱、㈱ネクステージ、㈱バローホールディングス、
㈲パロ販売、光通信システム㈱、㈱ビーズインターナショナル、㈱ビッグモーター、㈱ファイントラスト、
㈱ホームセンターバロー、㈱北越ケーズ、㈱マックハウス、山形スバル㈱、㈱ユタカファーマシー、
ユニー㈱、リネットジャパングループ㈱、㈱レッドバロン

電気・ガス・熱供給・
水道業 ㈱TOKAIホールディングス

情報通信業 旭情報サービス㈱、㈱エスワイシステム、㈱サイエンスネット、シースリーインデックス㈱、
総合情報サービス㈱、㈱テクノア、PHCメディコムネットワークス㈱

運輸郵便業 飯野港運㈱、沖縄西濃運輸㈱、岐阜県JAビジネスサポート㈱、㈱神聖運輸、西濃運輸㈱、
つばめタクシーグループ、トランコム㈱、名古屋鉄道㈱

金融・保険業 ㈱第三銀行、㈱北海道銀行、㈱北國銀行、長浜信用金庫、八幡信用金庫、尾西信用金庫、
香川県農業協同組合、ぎふ農業協同組合、信州うえだ農業協同組合、西美濃農業協同組合、
めぐみの農業協同組合、三縁証券㈱、丸八証券㈱、明治安田生命保険（相）、㈱りゅうぎんディーシー

サービス業 アイレクススポーツライフ㈱、㈱アウトソーシングテクノロジー、㈱アジアル、㈱アスピカ岐阜本部、
ALSOK三重総合警備保障㈱、㈱エイジェック、OAサポート楽天市場店、沖縄綜合警備保障㈱、
㈱OHANA、㈱カトープレジャーグループ、協同組合トピックス、
㈱くらコーポレーション、ザ・テラスホテルズ㈱、㈱島風、㈱JITS、㈱ジェイ・シー・サポート、
ジュイールドゥヘアー、太陽建機レンタル㈱、中部産業㈱、壷川自動車学校、㈱ティスメ、㈱トーカイ、
㈱東京コンサルティングファーム、東洋テック㈱、トヨタ白川郷自然学校、トヨタレンタリース愛知㈱、
㈱DREAM ON COMPANY、（社）日本貨物件数協会、NEXUS㈱、㈱飛竜企画、㈱ヒロコーポレーション、
フジ精密㈱、㈱フュービック、㈱ブロンコビリー、㈱プレステージ・インターナショナル、㈱平成観光、
ホアンロン･ジャパン㈱、㈱マーキュリー、三重県南部自動車学校、ミンタン貿易サービス㈱、
リーフラス㈱、㈱ルネサンス、レンテック大敬㈱、㈱ロマンティア、 （社福）愛知慈恵会　さくら山荘、 

（社福）大垣市社会福祉協議会、 （社福）狛江福祉会、 （社福）サンビジョン、（社福）志楽園福祉会、
スコール、 （社福）飛騨慈光会、（医）小寺会　佐伯中央病院、（医）徳州会　大垣徳洲会病院、
戸田中央医科グループ、鳥取医療生活協同組合、（学）大橋学園大橋学園高等学校

公務員
（行政職・警察官・
消防員・自衛官・
ソーシャルワーカー）

岐阜県小中学校事務職員（1）、越前市役所（1）、池田町役場（2）、垂井町役場（1）、岐阜県警察官（5）、
京都府警察官（1）、警視庁（1）、富山県警察官（1）、三重県警察官（1）、川口市消防局（1）、
岐阜市消防本部（1）、敦賀美方消防組合（1）、枚方寝屋川消防組合（1）、
防衛省・自衛隊（一般曹候補生）（5）、国立病院機構近畿グループ（1）

教員 愛知県教員（常勤1名、非常勤1名）、岐阜県教員（常勤1名、非常勤2名）、福井県教員（常勤1名、非常勤1名）、
福岡県教員（常勤1名）、（学）富田学園富田高等学校（常勤1名）

■ 希望者就職率の推移
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卒業生の方へのお願い
【就職アドバイザー】

　本学の中期計画（2019 ～ 2023 年度）のキャリア支援事業に、卒業生とのネットワー
クの再構築をあげています。
　１・２年次生向けに在学中の行動計画、実行プラン作成のためのアドバイス、3 年次生
には就職支援行事の講師として「業界の現状と将来展望」「企業の魅力」についてお話し、
学生の「職業観の醸成」のための機会（「卒業生と在学生の交流会」等）を提供くださると
幸いです。

【ご活躍の情報提供】
　在職している機関の広報誌、ホームページ等に掲載されている記事・資料をご提供くだ
さい。写真のみの掲載でも構いません。それらの記事・資料を在学生に広報し、在学生の
卒業後の進路選択に役立たせてもらいます。

【在学生のＯＢ・ＯＧ訪問】
　在学生がＯＢ・ＯＧ訪問を希望した際は、キャリア支援課から卒業生の皆さんへ連絡さ
せてもらいます。その際は、何卒、ご理解とご協力を宜しくお願いします。

  陸上競技部
　■西日本学生陸上競技対校選手権大会
　　男子ハンマー投　田中亮伍（スポーツ経営学科 3 年）　優勝
　■ U-20 日本陸上競技選手権大会
　　男子ハンマー投　佐々木秀斗（スポーツ経営学科 1 年）　3 位入賞
　■日本学生陸上競技対校選手権大会
　　男子走幅跳　村上霞茉（スポーツ経営学科 3 年）　6 位
　　男子ハンマー投　田中亮伍（スポーツ経営学科 4 年）　7 位

  女子バレーボール部
　■第 148 回東海大学
　　女子バレーボールリーグ戦秋季大会（1 部）　優勝　８勝２敗　過去最高成績
　　【最優秀選手賞】　前田美紅（スポーツ経営学科３年）
　　【猛打賞】　アンドラデ・レイレライニ（スポーツ経営学科１年）
　　【セッター賞】　中尾千尋（スポーツ経営学科１年）

  男子バレーボール部
　■第 148 回東海大学
　　男子バレーボールリーグ戦秋季大会（１部）　準優勝
　　【スパイク賞】
　　谷口裕太郎（公共政策学科３年）
　　【サーブレシーブ賞】
　　有吉俊太（スポーツ経営学科３年）

  硬式野球部
　■東海地区大学野球連盟新人トーナメント戦　準優勝
　■令和元年度秋季岐阜学生野球リーグ　4 位
　　【首位打者賞】【ベストナイン】
　　山下翔大（スポーツ経営学科 3 年）
　　【打点王賞】【ベストナイン】
　　沼尻峻（スポーツ経営学科 2 年）
　　【本塁打王賞】
　　舩越義弘（経済学科 1 年）

2019 年（下半期）・2020 年（上半期）おもな課外活動成績

卒業証明書・成績証明書は、岐阜協立大学 教務課で発行します。
※『学力に関する証明書』については、事前に一度教務課へお問い合わせください。

大学名称変更に伴い、卒業証明書・成績証明書の発行大学名は
岐阜協立大学となりますが、証明書内に

「平成 31 年 4 月 1 日校名変更：旧 岐阜経済大学」が記載されています。

発行の際、本人確認のために公的証明書が必要です。
証明書交付の際には、自動車運転免許証・健康保険証・パスポート・外国人登録済証明
書などの公的証明書をご用意ください。「個人情報の保護に関する法律」が全面施行

（2005 年 4 月 1 日）されたことによるものです。ご理解ご協力のほど、よろしくお願
いいたします。 
●改姓、改名され、在籍時とお名前が異なる場合は、戸籍謄本 ･ 戸籍抄本（原本）をご

提示ください。

証明書の発行

　一昨年度まで続いた「売り手市場」を感じながらも、厳しい求人状況、雇用環境の中で、
一人ひとりが大学時代に身につけた力を出し切り、自分自身の進路を切り開きました。進路
のうち、民間企業、公務員、教員等への就職については、実就職率（大学院進学者を除いた
卒業者に占める就職決定者の割合）で 94.0% となり、一昨年度を下回るポイントとなりまし
たが、希望者就職率（就職希望者に占める就職決定者の割合）は 98.9％で同率の結果となり
ました。
　今後も実就職率で 95% 以上、希望者就職率で 100% を継続して目指し、本学のキャリア
支援宣言にある「学生一人ひとりの声に耳を傾け、卒業時に全員が達成感と満足を覚える進
路の発見を支援する」ことを実践した就職活動サポートを心がけてまいります。

■ 2019年度就職状況総括
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